
市 議 会 だ よ り （�）第２１９号 �015年（平成�7年）11月14日

髙
坂　

進
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

外
環
道
路
の
用
地
買
収
に
つ

い
て
、
宅
地
の
買
収
は
行
わ
れ

た
が
、
未
買
収
の
私
道
部
分
に

つ
い
て
は
、
将
来
私
道
の
修
繕

や
境
界
確
認
等
を
行
う
際
、
移

転
し
た
所
有
者
と
連
絡
が
取
れ

な
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

事
業
者
と
市
の
対
応
を
問
う
。

答　

外
環
道
路
の
区
域
外
で
あ

る
未
買
収
の
私
道
へ
の
対
応
を

未
買
収
の
私
道
問
題 

市
の
対
応
は

解
決
に
向
け
事
業
者
と
協
議
を
進
め
る

外環道路

道
路
事
業
と
し
て
行
う
こ
と
は

難
し
い
が
、
他
へ
移
転
し
た
所

有
者
と
現
在
も
居
住
し
て
い
る

所
有
者
の
間
に
外
環
の
事
業
者

が
入
り
、
問
題
解
決
に
向
け
協

力
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
市

と
し
て
も
、
事
業
者
に
よ
る
権

利
関
係
の
整
理
や
住
民
と
の
話

し
合
い
の
状
況
を
み
な
が
ら
、

引
き
続
き
解
決
に
向
け
て
事
業

者
と
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

増
田
好
秀
議
員
（
無
所
属
の
会
）

　

本
市
で
は
、
歩
行
者
等
の
通

行
の
安
全
、
防
災
活
動
の
円
滑

化
等
を
図
り
、
市
民
の
良
好
な

生
活
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
主
要
駅
周
辺
に

街
頭
指
導
員
を
配
置
す
る
と
い

う
街
頭
指
導
業
務
の
委
託
を
行

っ
て
い
る
。
こ
の
受
託
会
社
に

対
す
る
市
の
管
理
体
制
は
、
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

受
託
会
社
に
対
す
る
市
の
管
理
体
制
は

報
告
書
等
を
確
認 

現
地
で
の
指
示
も

街頭指導業務委託

答　

本
市
で
は
、
受
託
会
社
に

対
し
、
業
務
の
実
施
体
制
、
業

務
責
任
者
名
及
び
従
事
者
名
簿

等
を
記
載
し
た
業
務
計
画
書
、

並
び
に
報
告
書
の
提
出
を
求
め
、

実
施
状
況
等
を
ま
ず
は
書
類
で

確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
必
要

に
応
じ
て
、
市
職
員
が
現
地
に

出
向
き
、
地
区
管
理
者
等
に
対

し
て
指
示
を
出
す
体
制
も
と
っ

て
い
る
。

片
岡
き
ょ
う
こ
議
員
（
維
新
の
党
・
花
の
会
）

　

建
築
基
準
法
42
条
２
項
で
は
、

建
築
物
の
新
築
時
等
に
、
道
路

中
心
線
か
ら
２
ｍ
後
退
（
セ
ッ

ト
バ
ッ
ク
）
し
、
４
ｍ
の
道
路

幅
員
を
確
保
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
緊
急
車
両
が
安
全
に

す
れ
違
う
た
め
に
必
要
な
幅
員

６
ｍ
を
確
保
し
て
い
る
道
路
も

あ
る
が
、
４
ｍ
以
上
に
拡
幅
さ

れ
た
道
路
は
ど
の
よ
う
な
基
準

４
ｍ
以
上
の
道
路
拡
幅
の
基
準
は

５
０
０
㎡
以
上
の
開
発
行
為
等
に
規
定

新築時等のセットバック

で
造
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答　

４
ｍ
以
上
の
拡
幅
に
つ
い

て
は
、
原
則
５
０
０
㎡
以
上
の

開
発
行
為
及
び
建
築
行
為
等
を

対
象
に
、
道
路
中
心
線
か
ら
３

ｍ
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
す
る
旨
、
本

市
の
宅
地
開
発
条
例
で
規
定
し

て
い
る
。
ま
た
、一
般
的
に
は
、

道
路
拡
幅
事
業
と
し
て
、
都
市

計
画
道
路
の
整
備
や
道
路
事
業

に
よ
る
拡
幅
が
考
え
ら
れ
る
。

中
村
よ
し
お
議
員（
公
明
党
）

　

市
は
、
防
犯
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
関
す
る
条
例
を
平
成
17

年
に
制
定
し
て
い
る
。
防
犯
ま

ち
づ
く
り
基
本
計
画
及
び
指
針

の
内
容
を
見
直
す
時
期
と
思
う

が
、
よ
り
市
民
に
分
か
り
や
す

い
目
標
設
定
を
す
べ
き
と
考
え

る
。ど
う
見
直
し
て
い
く
の
か
。

答　

現
計
画
で
は
５
つ
の
柱
を

定
め
て
取
り
組
み
を
推
進
し
て

基
本
計
画
・
指
針
を
ど
う
見
直
す

巧
妙
化
す
る
振
り
込
め
詐
欺
に
対
応

防犯対策

い
る
が
、
次
期
計
画
で
は
「
高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
」
を
６
つ
目

の
柱
と
し
て
新
た
に
加
え
、
振

り
込
め
詐
欺
等
の
対
策
を
市
全

体
で
行
え
る
体
制
を
構
築
す
る
。

ま
た
、
犯
罪
形
態
が
日
々
巧
妙

化
す
る
状
況
を
踏
ま
え
計
画
期

間
を
５
年
間
と
す
る
こ
と
で
、

状
況
変
化
に
対
応
し
、
よ
り
効

果
的
な
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

長
友
正
徳
議
員
（
無
所
属
の
会
）

　

現
在
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
、
北
東
部
と
南
部
の
地
域
で

は
運
行
さ
れ
て
い
る
が
、
北
西

部
と
中
部
で
は
運
行
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
こ
で
、
市
と
し
て
、

待
ち
で
は
な
く
攻
め
の
姿
勢
で

取
り
組
み
、
北
西
部
と
中
部
の

住
民
に
働
き
か
け
、
潜
在
的
ニ

ー
ズ
を
引
き
出
す
よ
う
に
し
て

は
ど
う
か
。市
の
見
解
を
問
う
。

地
域
の
潜
在
的
ニ
ー
ズ
を
引
き
出
す
べ
き

要
請
あ
れ
ば
必
要
な
協
力
を
行
っ
て
い
く

コミュニティバス

答　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

営
は
、
市
か
ら
の
一
方
的
な
働

き
か
け
で
は
長
く
続
く
も
の
で

は
な
く
、
地
域
の
潜
在
的
ニ
ー

ズ
に
つ
い
て
は
、
当
該
地
域
の

住
民
と
共
に
運
行
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

地
域
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
、

市
と
し
て
相
談
に
乗
り
、
必
要

な
協
力
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

西
村　

敦
議
員
（
公
明
党
）

　

朝
夕
の
渋
滞
回
避
の
た
め
、

小
学
校
付
近
の
道
路
を
車
両
が

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
通
行
す
る

様
子
を
見
る
が
、
大
変
危
険
な

状
況
で
あ
る
。
他
市
で
は
こ
う

し
た
生
活
道
路
の
交
通
安
全
対

策
と
し
て
「
ゾ
ー
ン
30
」
の
整

備
が
進
ん
で
い
る
が
、
本
市
で

の
導
入
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　

ゾ
ー
ン
30
は
、
原
則
二
車

ゾ
ー
ン
30 
の
導
入 

市
は
ど
う
考
え
る
か

新
浜
小
周
辺
等
で
27 
年
度
中
の
指
定
図
る

生活道路の安全対策

線
以
上
の
幹
線
道
路
に
囲
ま
れ

た
生
活
道
路
や
通
学
路
等
を
対

象
に
区
域
を
定
め
、
30
キ
ロ
速

度
規
制
や
通
過
交
通
を
抑
制
す

る
対
策
等
に
よ
り
歩
行
者
と
自

転
車
の
安
全
対
策
を
行
う
。
本

市
で
は
、
行
徳
駅
前
４
丁
目
の

新
浜
小
学
校
周
辺
等
２
地
域
で

ゾ
ー
ン
30
の
指
定
を
検
討
し
て

お
り
、
平
成
27
年
度
中
の
指
定

に
向
け
警
察
と
協
議
し
て
い
く
。

青
山
ひ
ろ
か
ず
議
員
（
自
由
民
主
党
）

　

本
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

南
部
ル
ー
ト「
わ
く
わ
く
バ
ス
」

に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
要

望
書
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
バ

ス
の
小
型
化
や
運
行
ル
ー
ト
延

伸
と
い
っ
た
声
が
出
て
い
る
。

地
域
に
密
着
し
た
ル
ー
ト
の
設

定
に
は
現
在
の
運
行
指
針
の
見

直
し
も
必
要
と
考
え
る
が
、
市

の
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

現
行
指
針
に
則
り
要
望
に
つ
き
検
討
す
る

わくわくバス

答　

要
望
に
つ
い
て
は
試
験
走

行
を
行
い
実
行
委
員
会
で
検
討

し
た
が
、
交
差
点
が
狭
い
等
の

事
情
に
よ
り
、
ル
ー
ト
の
延
伸

に
つ
い
て
は
困
難
と
の
結
論
に

至
っ
た
。
今
後
も
地
域
・
バ
ス

事
業
者
・
市
の
３
者
協
働
を
旨

と
す
る
現
行
指
針
に
則
り
、
地

域
の
要
望
に
つ
い
て
は
現
地
確

認
や
関
係
者
と
協
議
の
上
、
実

行
委
員
会
で
検
討
し
て
い
く
。

大
場　

諭
議
員
（
公
明
党
）

　

歩
行
者
の
誰
も
が
安
心
し
て

移
動
で
き
る
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
歩
道
空
間
の

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

市
内
に
は
、
幅
が
狭
い
歩
道
の

中
央
に
電
柱
が
あ
る
箇
所
も
あ

る
。
ベ
ビ
ー
カ
ー
が
車
道
側
に

迂
回
す
る
場
面
も
見
受
け
ら
れ

る
が
、
市
と
し
て
は
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
ら
れ
る
か
。

歩
道
中
央
に
立
つ
電
柱 

市
の
対
策
は

管
理
者
等
の
理
解
得
て
移
設
を
依
頼

歩道空間の整備

答　

歩
道
の
中
央
に
立
つ
電
柱

に
つ
い
て
は
、
順
次
、
歩
道
の

片
側
に
建
て
直
し
た
り
、
民
有

地
内
へ
の
移
設
を
依
頼
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
歩
道
整
備
を
実
施
す
る
際
は
、

電
線
の
管
理
者
や
沿
道
の
土
地

所
有
者
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ

る
た
め
、
整
備
目
的
等
を
説
明

し
、
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
に
密
着
し
た
運
行
を 

今
後
の
方
針
は

ゾ
ー
ン
30

道 路 ・ 交 通

道 路 ・ 交 通防 犯

　９月定例会では、32 人の議員が一般質問を行いました。

　質問の持ち時間は答弁を含めて１人 60 分です。

　ここでは紙面の都合上、１人１項目を選び質問・答弁を

要約し、ジャンルごとにまとめて掲載しました。


